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   三次市立学校教職員定期健康診断実施要領の一部を改正する訓令（案） 

 

 三次市立学校教職員定期健康診断実施要領（平成１６年三次市教育委員会訓令第１２

号）の一部を次のように改正する。 

  

本則第４中「適切な時期に実施する。」の次に「ただし，長期研修受講中の者，育児休業

中の者，休職者等については，当該事由がなくなり，復帰・復職等した後，速やかに実施す

る。」を加える。 

本則第５中 

「 

・当該年度内に３５歳となる者 

・当該年度内に４０歳以上となる者 

・新規採用者 

・上記以外の者で受診を希望する者（ただし，妊娠中の女子職員であって腹

囲が内臓脂肪の蓄積を反映していないと診断された者，ＢＭＩが２０未満で

ある職員及び自ら腹囲を測定し，その値を申告した職員［ＢＭＩが２２未満

である職員に限る。］については検査を省略することができる。） 



                                    」を 

「 

・当該年度内に３５歳となる者 

・当該年度内に４０歳以上となる者 

・上記以外の者で受診を希望する者（ただし，妊娠中の女子教職員その他の

教職員であって腹囲が内臓脂肪の蓄積を反映していないと診断された者，Ｂ

ＭＩが２０未満である教職員及び自ら腹囲を測定し，その値を申告した教職

員［ＢＭＩが２２未満である教職員に限る。］については検査を省略するこ

とができる。） 

                                    」に， 

「 

・当該年度内に４０歳以上となる者 

（妊娠中の教職員は除く。） 

・上記以外の希望者 

                     」を 

「 

・当該年度内に４０歳以上となる者 

（妊娠中の教職員は除く。） 

                     」に， 

「 

・当該年度内に３５歳となる者 

・当該年度内に４０歳となる者 

・新規採用者 

・上記以外の者で受診を希望する者 

                     」を 

「 

・当該年度内に３５歳となる者 

・当該年度内に４０歳以上となる者 

・上記以外の者で受診を希望する者 

                     」に改める。 

本則第６中「，２０歳以上の職員」を「，２０歳以上の者」に改め，「，音叉による」の

次に「検査」を，「胸部エックス線検査」の次に「（直接撮影）」を，「，原則として」の

次に「，」を加え，「第一次検査は，」を削り，「ウロビリノーゲン」を「潜血」に，「第

一次検査後判定結果を求め，蛋白等陽性者については，第二検査を実施する。」を「原則と

して，随時の採尿とする。ただし，受託健診機関の承諾を得た場合は早朝第一尿の採尿とす



ることができる。」に改め，「，胃部エックス線検査」の次に「（直接撮影）」を加え，「，

原則として空腹時に行う。ただし，食事摂取後に検査する場合は，医師がその影響を考慮し

て検査結果を評価すること。」を「，ヘモグロビンＡ１Ｃについて行う。」に改める。 

本則第７中「教職員の健康管理については，」の次に「定期」を加え，「３箇月以内に健

康診断結果」を「３箇月以内に健康診断票」に，「医師（保健管理医）」を「医師（保健管

理医又は産業医）」に改め，「，健康診断の結果をもとに」の次に「，」を，「，規則第１

６条第２項」の次に「の規定」を加え，「所属長は，健康診断結果」を「所属長は，定期健

康診断の結果」に，「，速やかに職員」を「，速やかに教職員」に， 

「 

３ 他の健診機関等で受けた健康診断結果の取扱い 

 所属長は，他の健診機関等で健康診断を受診し，その結果を記載した書 

 面をもってこの訓令で規定する健康診断を受診しない者については，そ 

 の結果を健康診断票に転記し，この訓令による健康診断に準じて取り扱 

 うものとする。                         

                                  」を 

「 

３ 保健指導 

 所属長は，医師（保健管理医又は産業医） 

 による保健指導を実施する。 

４ 他の健診機関等で受けた健康診断結果の取扱い 

 所属長は，他の健診機関等で健康診断を受診し，その結果を記載した書 

 面をもってこの訓令で規定する定期健康診断を受診しない者については 

 ，その結果を健康診断票に転記し，この訓令による定期健康診断に準じ 

 て取り扱うものとする。                     」に改める。 

本則第８を次のように改める。 

第８ 健康診断の取扱い 

１ 作成 



  規則第１５条に定める職員健康診断票（様式第３号）を作成する。 

２ 記入方法 

 (１) 「身長」，「体重」及び「腹囲」の測定単位は，小数第１位まで記入 

  すること。 

 (２) 「ＢＭＩ」の欄 体重（ｋｇ）／（身長（ｍ))２で算出し，小数第１ 

  位まで記入すること。 

 (３) 「視力」の欄 裸眼視力をかっこの左側に記入し，矯正視力を検査し 

  たときは，これをかっこ内に記入する。 

 (４) 「聴力」の欄 聴力低下が認められる場合には，○印を記入し，併せ 

  て該当する周波数及び聴力レベルを記入する。 

 (５) 「血圧」の欄 最大血圧を斜線の左上に，最小血圧を斜線の右下に記入 

  する。 

 (６) 「尿」の欄 尿中に蛋白，糖又は潜血を検出した場合は，それぞれの 

  欄に結果記号（＋等）を記入する。 

 (７) 「胃の疾病及び異常」の欄 疾病又は異常の病名を記入する。 

 (８) 「血液検査時間」及び「食事の有無」の欄 検査結果が適正に評価で 

  きるよう該当箇所に○印を記入する。 

 (９) 「その他の疾病及び異常」の欄 疾病又は異常の病名を記入する。 

 (10) 「指導区分」の欄 医師（保健管理医又は産業医）が規則第１６条第 

  １項の規定により事後措置について必要な指導事項を記入押印する。 

 (11) 「事後措置」の欄 所属長が，規則第１６条第２項の規定により行った 

  事後措置の内容について記入する。 

 (12) 「再・精密検査結果」の欄 有所見項目等について，再検査・精密検 

  査等を行った場合は，その結果を記入する。 

 (13)  医師の判断に基づき検査を省略した項目については，該当欄にその旨 

  を記入する。 

 (14)  「備考」の欄  健康診断に関し必要のある事項を記入する。なお， 



  休職等の事由によって健康診断を受けなかった者があるときは，その旨を 

  記入する。 

 (15) 上記のほか，各欄の記入は規則第４条に定める就学時健康診断票の各 

  「（注書）」による。 

３ 健康診断票及び質問票の送付及び保存期間 

 (１) ５年間保存する。 

 (２) 教職員が転任した場合は，転任先の所属長宛に速やかに送付する。 

 (３) 保存期間は，当該教職員が離職後５年を経過するまで保存する。 

本則第１０中「健康診断実施後」を「定期健康診断実施後」に改める。 

本則第１１を本則第１２とし，本則第１０の次に次の１項を加える。 

第１１ 所属長及び定期健康診断の業務に従事する者は，受診する教職員のプラ 

イバシーの保護に十分配慮するものとする。 

様式第３号を次のとおり改める。 

様式第３号（第８関係） 

（表） 

職 員 健 康 診 断 票 

学校の名称          

氏 名        職  性別 男 女 
生年 

月日 
年  月  日生 

年 齢             歳   

健 康 診 断 年 月 日              年  月  日   

身       長 (cm)  胃 の 疾 病 及 び 異 常              

体       重 (kg)  血 液 検 査 時 間 午前 ・ 午後 

腹       囲 (cm)  食 事 の 有 無             有  ・  無 

B M I              貧血 

検査 

血 色 素 量       (g/dl)  

視 力          
右 （    ） 赤 血 球 数      (万/㎜ 3)  

左 （    ） 
肝機能 

検査 

Ｇ O Ｔ      (IU/ｌ)  

聴 力          
右  Ｇ Ｐ Ｔ      (IU/ｌ)  

左  γ－ＧＴＰ      (IU/ｌ)  

血 圧             
 

血中脂 

質検査 

ＬＤＬコレステロール（mg/dl)  

ＨＤＬコレステロール（mg/dl)  

尿 

蛋 白            トリグリセライド(mg/dl)  

糖  血 糖 検 査（HbA1C）（%）  

潜        血  心 電 図 検 査              



結 
 

 

核 

胸部エックス

線 

検査(第１回) 

撮 影 年 月 日       年  月  日 

胸部エックス

線 

検査(第２回) 

撮 影 年 月 日       年  月  日 

画 像 番 号  画 像 番 号  

所 見       

   

所 見       

   

備 考            

喀 痰 検 査           
年  月  日 

塗   培 

聴診，打診その他の検査  年  月  日 

病 名            

その他の疾病及び異常              

指 導 区 分             

区 分 

◯印  

 

事 後 措 置             

区 分 勤務面 医療面 

   

再 ・ 精 密 検 査 結 果  

備 考              

 記入にあたっては，裏面を参照すること。 



（裏） 

（注） 

 各欄の記入については，特に次の事項に注意すること。 

  ア 「身長」，「体重」及び「腹囲」の測定単位は，小数第１位まで記入する。 

  イ 「ＢＭＩ」の欄  体重(kg)／（身長(m)）2で算出し，小数第１位まで 

            記入する。 

ウ 「視力」の欄  裸眼視力をかっこの左側に記入し，矯正視力を検査し

たときは，これをかっこ内に記入する。 

  エ 「聴力」の欄  聴力低下が認められる場合には，○印を記入し，併せ

て該当する周波数及び聴力レベルを記入する。 

  オ 「血圧」の欄  最大血圧を斜線の左上に，最小血圧を斜線の右下に記 

           入する。 

  カ 「尿」の欄  尿中に蛋白，糖又は潜血を検出した場合は，それぞれの

欄に結果記号（＋等）を記入する。 

  キ 「胃の疾病及び異常」の欄  疾病又は異常の病名を記入する。 

  ク 「血液検査時間」及び「食事の有無」の欄 

             検査結果が適正に評価できるよう該当箇所に○印を 

            記入する。 

  ケ 「その他の疾病及び異常」の欄  疾病又は異常の病名を記入する。 

  コ 「指導区分」の欄  医師が，規則第１６条第１項の規定により事後措

置について必要な指導事項を記入押印する。 

  サ 「事後措置」の欄  所属長が，規則第１６条第２項の規定により行っ

た事後措置の内容について記入する。 

  シ 「再・精密検査結果」の欄  有所見項目等について，再検査・精密検

査等を行った場合は，その結果を記入する。 

  ス 医師の判断に基づき検査を省略した項目については，該当欄にその旨を 

   記入する。 

  セ 「備考」の欄  健康診断に関し必要のある事項を記入する。なお，休

職等の事由によって健康診断を受けなかった者があると

きは，その旨を記入する。 



  ソ 上記のほか，各欄の記入は，規則第４条に定める就学時健康診断票の（注） 

   による。 

 

（参考） 

医師（保健管理医）の指導区分（学校保健安全法施行規則第16条） 

区    分 内               容 

生
活
規
正
の

面 

Ａ（要休業）  勤務を休む必要のあるもの 

Ｂ（要軽業）  勤務に制限を加える必要のあるもの 

Ｃ（要注意）  勤務をほぼ平常に行ってよいもの 

Ｄ（健 康）  全く平常の生活でよいもの 

医
療
の
面 

１（要医療）  医師による直接の医療行為を必要とするもの 

２（要観察） 
 医師による直接の医療行為を必要としないが，定期的に医

師の観察指導を必要とするもの 

３（健 康）  医師による直接，間接の医療行為を全く必要としないもの 

 

所属長の事後措置区分（学校保健安全法施行規則第16条第２項） 

勤
務
面 

Ａ  休暇又は休職等の方法で療養のため必要な期間勤務させないこと。 

Ｂ 

 勤務場所又は職務の変更，休暇による勤務時間の短縮等の方法で勤

務を軽減し，かつ，深夜勤務，超過勤務，休日勤務及び宿日直勤務を

させないこと。 

Ｃ 
 超過勤務，休日勤務及び宿日直勤務をさせないか又はこれらの勤務

を制限すること。 

Ｄ  勤務に制限を加えないこと。 

医
療
面 

１  必要な医療を受けるよう指示すること。 

２  必要な検査，予防接種等を受けるよう指示すること。 

３  医療又は検査等の措置を必要としないこと。 

 

   附 則 

 この訓令は，平成２７年４月１日から施行する。 


